
天 南 地 北

読
書
偶
得

張

琢

魯

迅

は

一
九

三

四

年

に
発

表

し

た

「
運

命
」

(
『
且
介

亭
雑
文

」
所
収

)
の
中

で
、
迷

信

に
対

す

る
態
度

を
例

に
、

中

国

人

の
国

民
性

で
あ

る

「無

操
守

」
を

批

判

し
、

日
本

人

の
生
真

面
目

さ
、
信

仰

に
対

す

る

「
堅
信

」
を

是
認

し

て

い

る
。
ま

た

同
時

に
、

行
間

に
は

日
本

の

哀

れ

な
運
命

の
女
性

へ
の
同
情
も

吐
露

さ

れ

て

い
る
。

魯
迅

は

つ
ぎ

の
よ
う

に

述

べ
る
。

あ

る
日
、

内
山

書
店

で
雑
談

を

し

て

い
て
、

日
本

で
は
丙
午

の
年

に
生

ま

れ
た

女
性

、
今

年

二
十
九
歳

に
な

る
女

性

は
、

き
わ

め

て
不
幸

だ
と

い

う

こ
と

に

は
じ

め

て
気

が

つ
い
た
。

丙

午

の
年

に
生
ま

れ

た
女

性

は
、
夫

を

押

さ
え

つ
け

る
と

一
般

に
信
ぜ

ら

れ

て

い
て
、

再
婚

し

て
も
、

や
は

り

夫

を

お
さ
え

つ
け
、

五
、

六
回
も

く

り
か
え

す

に
違

い
な

い
と

い
う
。

だ

か
ら
、

結

婚
は

、
き

わ
め

て
困
難

で

あ

る
。

こ
れ
は

、
も

ち

ろ
ん
、

一
種

の
迷
信

だ

が
、

日
本

で
の
社

会

の
迷

信
は
、

や
は
り

本
当

に
少

な
く
な

い

の
で
あ

る
。

わ

た
し

は
訊

ね

た
。
そ

の
宿
命

を

解

除
す

る
方
法

が
あ

る
か

と
。

な

い

と

い
う

答

え

で
あ

る
。

続

い
て
わ

た
し

は
中
国

の
こ
と

を

想

い
浮

か

べ
た

。

外

国

の
多

数

の
中

国
研

究

家

は
、

み
な

、
中

国

人
は
宿

命
論

者

で
、
運

命

が

あ
ら

か

じ
め
決

定

さ
れ
、

ど
う

し

よ
う
も

な

い
の
だ
と

い
う
。

中
国

の
論

者

に
し

て
も

、
現
在

、
何

人
か

は
同

じ

こ
と
を

言

っ
て
い
る
。
だ
が

、

私

見

に

よ

る
と

、

中

国

の
女

性

は

、

そ
う

い
う

解
除

す

る
す

べ

の
な

い
運

命

は

な

い
。
「
凶
運
」
、
あ
る

い
は

「
不

運
」

は
あ

る

が
、
必

ず
何

か
し

ら
脱

出

の
手
段

が
あ

る
。

す
な

わ
ち
、

い

わ

ゆ
る

「
お
祓

い
」

で
あ

る
。
あ

る

い
は

、
「
お

さ
え

つ
け

ら

れ
る
」
こ
と

を
恐

れ

な

い
運
命

の
男
性

と
結
婚

し

て
、

そ

の

「
凶
」
、

あ

る

い
は

「
不
」

を
制

御

す

る
。

続

け

て
五
、
六

人

の

夫
を

お

さ
え

つ
け

る
と

い
う
運
命

な

ら
ば

、
早
速
、
道

士

の
類

が
登

場
し
、

不

思
議

な
秘
法

を

心
得

て

い
る
と
自

称

し
、

桃

の
木

で
、

五
、

六

人

の
男

の
像

を

刻

み
、
呪

文
を
描

い
て
、

そ

の
運
命

の
女

と

一
緒

に
「
結
縁

の
式
」

を

挙
行

し
た

の
ち
、
焼

き
捨

て
る

か
、

埋

め

て
し
ま

う
。

そ
う

す
れ

ば
、
本

当

に

結

婚

す

る

夫

は
、

七

番

目

に

な

っ
て
少

し
も
危

険

は
な

い
の
で
あ

る
。

(今
村
与
志
夫
訳

「
魯
迅
全
集
」
第
八
巻
、

学
習
研
究
社
、

一
九
八
四
)

日
本

の
こ

の
よ
う
な

迷
信

は
、

中
国
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に
そ

の
源
流

が
も

と
め

ら
れ

る
。

五
行

に
配

し
た

「
天

干
」

(十

干

)

に

「
地

支
」
(
十

二
支

)
を
組

み
合
わ

せ

て
計
算

す

る

中
国
古

代

の
暦
法

に
よ

れ
ば

、
丙

午

は

強
烈
な

火

の
象

徴
と

さ

れ

る
。

そ

の
た

め
六
十

年

の
周

期

の
中

で
、

こ

の

年

に
は
火
災

が
お

こ
り

や
す

く
、

生
ま

れ

た

人

の
性

格

は
剛

直

で
激

し
く

、
女

性

で
あ

っ
た
ら
、

必
ず
夫

を

お
さ
え

つ

け

る
。

こ

の
よ
う

な
迷
信

は

、
十

九
世

紀

後
半

に
占

星
術
師

の
こ
と

が

日
本

で

き

わ

め

て
流
行

し

た

こ
と

に
始

ま

り
、

日
本
女

性

の
婚
姻

や
生
育

に
影

響

を
与

え

た

。
例
え

ば
今

世
紀

最
初

の
丙
午

年

で
あ

る

一
九

〇

六
年

に
は
、

出
生

の
男

女

比

が

こ

の
年

の
前

後

と
比

べ

る
と
明

ら

か

に
異

な

っ
て

い
る
。

出

生
男
女

の

比

率

は
、
女
性
を

一
〇
〇

と

し
た
場

合
、

一
九

〇

五
年

は

一
〇

五

・
六

"

一
〇

〇
、

一
九

〇
六
年

は

一
〇
八

・
七

"

一
〇

〇
、

一
九

〇
七
年

は

一
〇

二
・七

二

〇
〇

で

あ

る
。

こ
れ
は
、

こ
の
迷

信

を
信

じ

る

両

親

が
丙
午

年
出

生

の
女

児

を
死

な
せ

た

か

ら

で
は
な
く

、
女
児

の
出
生
年

月

日
を

一
年
前
か

一
年
後
に
偽
っ
て
届
け

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
は

人
口
統
計
に
反
映
さ
れ
て
異
常
な
状
況

が
出
現
し
た
。
丙
午
年
の
女
児
の
出
生

率
は
き
わ
だ
っ
て
低
い
が
、
そ
の
前
後

の
年
は
相
対
的
に
か
な
り
高
い
の
で
あ

る
。
日
本
に
は
、
中
国
の
道
士
が
行
な

う
よ
う
な

「
厄
払
い
」
の
方
法
は
な
い

が
、
出
生
年
月
日
を
偽
っ
て
届
け
る
と

い
う
救
済
法
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
日
本

人
の
生
真
面
目
さ
に
は
虚
偽
を
弄
す
る

と

い
う
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

一
九
六
六
年
は
今
世
紀
第
二
の
丙
午

年
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
日
本
は

一
九
六

〇
年
代
ま
で
発
展
し
続
け
、
科
学
文
化

は
す
で
に
か
な
り
の
水
準
ま
で
達
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
的
迷
信

活
動
は
依
然
と
し
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。

最
も
風
刺
的
な
の
は
、
学
生
が
試
験
の

前
に
両
親
に
連
れ
ら
れ
て

「天
満
宮
」

に
い
き
、
菅
原
道
真
公
に
「馬
到
成
功
」

(願
え
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
か
な
う
)
を
祈

願
す
る
こ
と
や
、
原
子
力
発
電
所
の
定

礎

や
新

船

の
進
水

式

に
も

迷

信
的
儀

式

を

行

な
う

こ
と

で
あ

る
。

さ

ら

に
、

多

く

の
人
は

一
人

で
幾
種
類

も

の
宗
教

の

神

霊
を

同
時

に
信

じ

て
お
り
、

ま

る

で

幾

種
類

も

の
保
険
会

社

に
保
険

を

か
け

て

い
る
か

の
よ
う

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

な

状
況

に
あ

っ
て
は
、
女

性

の
運
命

に

つ
い
て

の
迷
信

は

い
う
ま

で
も

な

い
。

よ

っ
て

一
九

六
六
年

に
は
六
十

年
前

の

現
象

が
ま

た

繰
り
返

さ

れ
た
。

厚
生
省

発
表

の
統

計

に
よ

れ
ば
、

一
九

六

五
年

の
出
生
率

は
平

常

の

一
七

%
か

ら
突
如

一
八

・七

%

に
上

昇
し

た
も

の

の
、
丙
午

年

の

一
九

六

六
年

に
は

ま

た

=

二
・
七

%

に
減
少

し
、

さ
ら

に

一
九

六

七
年

に

は

再

び

一
九

・
四
%

に
急

上

し

た

の
で

あ

る
。

(愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教
授
)

(邦
訳

松
岡
正
子
)
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